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ノ
ワ
イ
ユ
伯
爵
夫
人
（A

nna-Elisabeth B
assaraba de B

rancovan, C
om

tesse M
athieu de N

oailles

）
は
一
八
七
六
年
十
一
月
十
五
日
巴
里
に
生
れ

た
。
父
は 
〔G

re'goire B
ibesco

〕 

公
爵
で
、
そ
の
希
臘
系
の
母
方
か
ら B

r

ancovan 

の
名
を
繼
い
だ
人
で
あ
る
。
母
は R

alo

ŭka M

ŭs

ŭr

ŭs 

と
い

ひ
、
駐
英
土
耳
古
大
使
を
し
て
ゐ
た M

ŭs

ŭr

ŭs Pashe 

の
娘
で
あ
つ
た
。

青
み
が
か
つ
た
黒
髮
、
蒼
白
い
顏
、
大
き
な
眼
を
し
た
、
小
柄
な
ア
ン
ナ
は
、

非
常
に
東
洋
風
な
風
采
が
あ
り
、
希
臘
人
を
組
先
に
し
て
ゐ
る
こ
と
に
少
か

ら
ぬ
誇
り
を
も
つ
て
ゐ
る
。
生
れ
た
の
は
巴
里
で
あ
る
が
、
少
女
時
代
を
お

ほ
く
レ
マ
ン
湖
畔
の
ア
ン
フ
ィ
オ
ン
に
あ
る
ヴ
ィ
ラ
・
ブ
ラ
ン
コ
バ
ン
で
過

ご
し
、
サ
ヴ
ォ
ア
の
美
し
い
自
然
か
ら
深
い
影
響
を
受
け
た
。
又
、
コ
ン
ス
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タ
ン
チ
ノ
プ
ル
に
旅
を
し
た
こ
と
も
あ
つ
た
。
幼
少
の
と
き
か
ら
詩
作
を
は

じ
め
、
ユ
ウ
ゴ
オ
や
ミ
ス
ト
ラ
ァ
ル
な
ど
に
も
會
つ
た
り
し
た
。
二
十
一
の

と
き M

athieu de N
oailles 

伯
爵
と
結
婚
し
た
。
夫
の
母 D

uchesse de N
oa

illes 

か
ら
は
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
明
る
い
空
を
愛
す
る
趣
味
を
得
た
。

そ
の
こ
ろ
巴
里
の
サ
ロ
ン
に
出
入
し
て
、
ア
ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
や
モ
オ

リ
ス
・
バ
レ
ス
な
ど
と
知
り
合
つ
た
。
二
十
五
の
と
き
處
女
詩
集
〝
〔Le C

oe&
ur Innom

brable

〕
〞
（1901

）
を
公
に
し
て
、
世
を
驚
嘆
せ
し
め
た
。

ユ
ウ
ゴ
オ
の
影
響
の
も
と
に
、
き
は
め
て
浪
漫
的
な
熱
烈
な
詩
風
を
も
つ
て

人
生
を
歌
ひ
、
そ
の
自
然
に
對
す
る
愛
情
に
よ
つ
て
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ジ
ャ
ム

と
竝
び
稱
せ
ら
れ
た
。
こ
と
に
〝
〔O

ffrande a` Pan

〕
〞
〝
〔B

itto^

〕
〞

な
ど
の
詩
は
赫
灼
た
る
古
代
を
喚
起
せ
し
め
て
見
事
で
あ
る
。
第
二
詩
集
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〝L'O
m

bre des Jours

〞
は
一
九
〇
二
年
上
梓
。
卷
頭
の
〝Jeunesse

〞
に

お
い
て
、
こ
の
若
き
浪
漫
主
義
者
は
自
分
か
ら
青
春
の
失
は
れ
ゆ
く
日
の
胸

ゑ
ぐ
ら
る
る
が
ご
と
き
思
ひ
を
歌
つ
て
ゐ
る
。
又
「
わ
が
も
の
書
く
は
、
わ

れ
亡
き
の
ち
、
い
か
ば
か
り
人
生
と
幸
福
な
る
自
然
と
を
わ
が
愛
せ
し
か
を

人
び
と
に
知
ら
し
め
ん
が
た
め
な
り
」
（
〔J'e'cris pour que le jour ou` je

 ne serai plus

〕 

…
…
）
と
い
ふ
詩
な
ど
も
あ
る
。
そ
の
後
、
し
ば
ら
く
詩

作
か
ら
離
れ
て
、
三
つ
の
小
説
を
續
け
て
書
い
た
。
〝
〔La N

ouvelle Esp

e'rance

〕
〞
（1903

）
〝
〔Le V

isage Em
erveille'

〕
〞
（1904

）
及
び

〝La D
om

ination

〞
（1905

）
の
三
篇
で
、
い
づ
れ
も
女
の
狂
ほ
し
い
熱

情
を
殘
忍
な
ま
で
に
手
き
び
し
く
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
日
に

赫
い
た
、
花
の
に
ほ
ひ
の
す
る
修
道
院
の
な
か
で
、
春
の
息
吹
き
に
苦
し
め
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ら
れ
る
一
人
の
處
女
を
描
い
た
〝
〔Le V

isage Em
erveille'

〕
〞
が
佳
作
で

あ
る
。
そ
の
後
、
再
び
詩
に
戻
つ
て
、
〝Les Eblouissem

ents

〞
（1907

）

を
公
に
し
た
。
彼
女
の
生
へ
の
強
烈
な
愛
は
、
こ
の
詩
集
に
お
い
て
も
つ
と

も
見
事
に
、
も
つ
と
も
人
間
的
に
展
開
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
彼
女
が
太
陽
と
光

を
歌
つ
て
こ
れ
ほ
ど
壯
烈
だ
つ
た
こ
と
は
な
い
。
が
、
又
、
そ
の
生
の
歡
喜

を
こ
れ
ほ
ど
死
の
考
へ
に
よ
つ
て
暗
く
せ
ら
れ
た
こ
と
も
な
い
。
「
あ
あ
、

わ
が
生
を
享
け
し
は
死
の
た
め
に
は
あ
ら
ざ
る
ぞ
。
」
（
〔H

e'las! Je n'e't

ais pas faite pour e^tre m
orte.

〕
）
こ
の
詩
集
を
書
い
た
後
、
詩
神
は
ひ
さ

し
く
沈
默
し
た
。
約
六
年
間
、
彼
女
は
羅
馬
や
ナ
ポ
リ
や
西
班
牙
な
ど
を
旅

行
し
た
り
、
少
女
時
代
を
過
ご
し
た
レ
マ
ン
湖
畔
の
ア
ン
フ
ィ
オ
ン
に
歸
つ

て
籠
居
し
た
り
し
て
ゐ
た
。
そ
し
て
遂
に
一
九
一
三
年
に
な
つ
て
第
四
詩
集
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〝Les V
ivants et les M

orts

〞
を
書
い
た
。
生
と
死
と
の
神
秘
的
な
對
立
は

い
よ
い
よ
彼
女
に
と
つ
て
大
き
な
主
題
と
な
つ
て
來
た
。
歐
州
大
戰
の
起
る

や
、
彼
女
は
ユ
ウ
ゴ
オ
ば
り
の
幾
多
の
詩
に
よ
つ
て
兵
士
た
ち
を
謳
へ
た
。

次
の
詩
集
〝
〔Les Forces E'ternelles

〕
〞
（1921

）
は
い
ま
だ
戰
爭
の
思

ひ
出
に
活
氣
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
彼
女
は
や
が
て
平
生
の
主
題
に
立
ち
返

つ
て
來
て
ゐ
る
。
「
わ
が
心
の
う
ち
に
諍
ひ
合
ふ
二
つ
の
も
の
あ
り
、
バ
ッ

カ
ス
の
巫
女
と
尼
と
。
」
（
〔D

eux e^tres luttent dans m
on coe&

ur:

〕

 c'est la B
acchante avec la nonne.
）
一
九
二
四
年
に
第
五
詩
集
〝
〔Poe`m

e de l'A
m

our

〕
〞
上
梓
。
前
の
詩
集
と
は
見
ち
が
へ
る
ほ
ど
簡
潔
な
手
法

で
、
戀
す
る
女
の
な
げ
か
ひ
を
詠
じ
た
、
連
作
風
の
も
の
で
あ
る
。
次
の
詩

集
、
〝L'H

onneur de Souffrir

〞
（1927

）
も
、
き
は
め
て
地
味
な
、
明
晰
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な
手
法
で
、
一
友
の
死
を
契
機
と
し
て
、
死
に
つ
い
て
の
冥
想
を
抒
べ
た
も

の
で
あ
る
。
「
わ
れ
は
す
で
に
あ
ま
り
に
も
生
の
榮
譽
を
歌
ひ
ぬ
。
」
（

〔J'ai trop chante' jadis l'honneur d'e^tre vivant.

〕
）
最
後
の
詩
集
は
幼

年
時
の
詩
を
集
め
た
〝
〔Poe`m
e d'Enfance

〕
〞
（1928

）
で
あ
つ
た
。

以
上
の
七
卷
の
詩
集
の
ほ
か
に
、
隨
筆
集
〝Les Innocentes ou la Sagesse 

de Fem
m

es

〞
（1923
）
〝Exactitudes

〞
（19330

）
及
び
囘
想
記
〝Le Li

vre de m
a V

ie

〞
（1932
）
が
あ
る
。
最
後
の
著
に
は
、
佛
蘭
西
の
も
つ
と

も
洗
煉
さ
れ
た
教
養
と
東
洋
の
遺
傳
と
の
融
合
し
た
家
族
の
お
も
ひ
で
、
こ

と
に
ピ
ア
ノ
の
上
手
だ
つ
た
美
貌
の
母
の
こ
と
や
、
レ
マ
ン
湖
の
靜
謐
、
コ

ン
ス
タ
ン
チ
ノ
プ
ル
の
華
麗
な
ど
が
、
魅
力
の
あ
る
筆
で
敍
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

し
か
し
そ
の
書
を
完
成
せ
ず
に
、
ノ
ワ
イ
ユ
夫
人
は
一
九
三
三
年
四
月
三
十
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日
巴
里
に
死
ん
だ
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
堀
辰
雄
作
品
集
第
五
卷
」
筑
摩
書
房

　
　
　1982
（
昭
和57

）
年9

月30

日
初
版
第1

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
堀
辰
雄
小
品
集
・
薔
薇
」
角
川
書
店

　
　
　1951

（
昭
和26
）
年6

月15

日

初
出
：
「
堀
辰
雄
小
品
集
・
薔
薇
」
角
川
書
店

　
　
　1951

（
昭
和26

）
年6
月15
日

入
力
：tatsuki

校
正
：
染
川
隆
俊

2010

年3

月5

日
作
成
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2012

年6

月12

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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